








ア．小動物（ウサギ・ハムスター等）
　種類により人に慣れる度合いは違いますが、連れて逃げることができるよう
移動やケージに慣らしておきましょう。
　避難先では、おおむね夏は高温多湿を避け、風通しがいい場所に置き、冬は
ペットヒーターや段ボール箱で保温を心がけ（カイロは酸素を使うので、換気
を行い酸欠にならないよう注意）、急激な温度変化に注意します。
　新鮮な水を与えます。フードが限定されている動物が多いので、すぐに手に
入らない場合を考え、備蓄を行いましょう。

イ．鳥類
　上記に加え、移動中、ケージ内で羽ばたいて怪我しないよう、羽ばたかせな
いよう羽をバンテージで巻いたり、軟らかいものの中に入れて、逃げる際に
怪我させずに運ぶことを考えましょう。

ウ．両生類・爬虫類
　水生のもの、陸生のものについて、それぞれに必要な温度や湿度環境を維持
できるか、特殊なフードが必要なものは飼育が困難になりますので、いざとい
う時の預かり先の確保を考えておいてください。

エ．魚類
　水槽に飛散防止フイルムを貼っておくことや電気コードやヒーター等熱源の
発火トラブル対策を行いましょう。
　保温が必要なものはどうするか、水をどのように確保しておくかも考える必
要があります。










